
 ●
お

買
い
上
げ

い
た
だ
き

、
誠
に
あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま

す
。
施
工

前
及
び
ご

使
用
の
際

に
必
ず
こ

の
取
扱
説

明
書

を
お

読
み
の
上

、
正
し
く

お
使
い
く

だ
さ
い
。

 
ま
た

、
お

読
み
に
な
っ
た

後
、
施
工
完
了
後
も

カ
バ
－
の

裏
側
に
収

納
し
て
大

切
に
保
管

し
て
お
い

て
く
だ
さ

い
。
 

●
安

全
に
お
使

い
い
た
だ

く
た
め
に

《
必
ず
お

読
み
く
だ

さ
い
》

 
次
に

示
す
注
意

事
項
は

、
お
使

い
に
な
る
人
や

他
の
人
々

へ
の
危
害

や
財
産
へ

の
損
害
を

未
然
に
防

ぎ
、
本
製

品
を
安

全
に
お
使

い
い
た
だ

く
た
め
に

、
守
っ
て

い
た
だ
き

た
い
事
項

を
示
し
て

い
ま
す
。
 

              ［
施

工
］

 
■

結
線
方

法
 

①
電

線
の

被
覆

を
1
2
m
m
の

長
さ

に
剥
い

て
く
だ

さ
い
。
 

長
さ

の
確

認
は
カ
バ

ー
上
面

の
ス
ト
リ

ッ
プ
ゲ

ー
ジ

 

を
使

用
し

て
く
だ
さ

い
。

 
②

被
覆
を

剥
い
た
（

ス
ト
リ

ッ
プ
し
た

）
電
線

を
端
子
へ

 
挿

し
込
ん

で
く
だ
さ

い
。

 
注
１
．
曲
が
っ
た
心
線
は
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
し
て
か
ら
 

挿
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

注
２
．
φ
0.
4
の
電
線
を
ご
使
用
の
場
合
、
心
線
の
近
く
を
 

持
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
挿
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 
■

電
線
の

は
ず
し
か

た
 

ａ
.
リ

リ
ー

ス
ボ

タ
ン

を
マ
イ

ナ
ス
ド
ラ

イ
バ
－

な
ど
で
 

 
 
 

 
押

し
下

げ
て

く
だ
さ

い
。

 

ｂ
.
リ

リ
ー

ス
ボ

タ
ン

を
押
し

下
げ
た
ま

ま
電
線

を
引
き

 
 

  
 
抜

い
て

く
だ

さ
い
。

 
［

仕
様

］
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
［

施
工

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

］
 

 
〒
3
38
-0
83
5
 

埼
玉

県
さ

い
た
ま
市

桜
区
道

場
 
70
9
-1

 
T
E
L
.
0
4
8-
8
5
6
-0
8
58
(
営

業
直

通
)
 

F
A
X
.
0
4
8-
8
5
6
-0
8
74

 
本
製
品
の
仕
様
及

び
外
観

は
改
良
の
た
め
予

告
無
く

変
更

 
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承

く
だ
さ

い
。

 

 ［
接

続
例
］
（

図
は

W
T
J
C
-
6
4S
T
D
 
15
0
0
を

示
す

）
 

                                        
 

   

項
 
目
 

仕
 
様
 

備
 
考
 

系
統
数
・
分
岐
数

 
2
系
統
 
・
 
1
0
分

岐
／
1
系
統
 

 

モ
ジ

ュ
ラ

ジ
ャ

ッ
ク
 

6
極

2
心
 

RJ
11
 

適
用

線
材

径
 

φ
0.
4，

φ
0.
5，

φ
0.
65

 
単
線
 

外
形

寸
法

 
15
5（

W）
×

55
.4

（
D）

×
32

.6
（

H）
 

 

テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ド

 
6
極

2
心
(R
J1
1)
､
長
さ

1
.
5m
 

添
付

品
(
2
本

) 

コ
ン

デ
ン

サ
※
1
 

複
合

C
R
 
1
個
搭

載
／
1
系
統
 

0.
27

μ
F,

10
0k

Ω
 

※
1 

WT
JC
-6
4S
TD
 1
50
0
は
コ
ン
デ
ン
サ
を
搭
載
し
て
い
ま
せ
ん
 

施
工

説
明
書

 
 ●

濡
れ
た
手
で

の
作
業
は

し
な
い
で

く
だ
さ
い

。
感
電
、

故
障
の
原

因
と
な
る

こ
と
が
あ

り
ま
す
。

 
●
本

機
の
施
工

に
は
電
気

通
信
事
業

法
に
よ
り

工
事
担
任

資
格
が
必

要
で
す
の

で
、
無
資

格
で
の
工

事
は
し
な

い
で

く
だ
さ
い

。
感
電
、

火
災
、
故

障
の
原
因

と
な
る
こ

と
が
あ
り

ま
す
。

 
●
本

機
を
改
造

し
て
使
用

し
な
い
で

く
だ
さ
い

。
感
電
、

火
災
、
故

障
の
原
因

と
な
る
こ

と
が
あ
り

ま
す
。

●
本

機
に
直
接

水
が
か
か

っ
た
り

、
埃
が
入
っ

た
り

、
日
が
当
た
っ

た
り
し
な

い
場
所
に

設
置
し
て

く
だ
さ
い

。
感
電

、
火
災
、

故
障
の
原

因
と
な
る

こ
と
が
あ

り
ま
す
。

 
●
本

機
を
通
信

回
線
の
接

続
以
外
の

用
途
に
は

使
用
し
な

い
で
く
だ

さ
い
。
感
電
、
火
災

、
故
障

の
原
因
と
な

る
こ

と
が
あ
り

ま
す
。

 
●
本

機
を
ベ
ン

ジ
ン
、
シ

ン
ナ
ー
、
ア

ル
コ
ー

ル
な
ど
薬

品
を
用
い

て
拭
か
な

い
で
く
だ

さ
い
。
ま

た
、
殺
虫

剤
な

ど
を
か
け

な
い
で
く

だ
さ
い
。

変
形
や
変

色
、
故
障

の
原
因
と

な
る
こ
と

が
あ
り
ま

す
。

 
●
適

用
電
線

(
導
体
径

0
.
4
～
0
.
6
5
m
m
の
銅
単

線
)
以
外
は
使
用
し

な
い
で
く

だ
さ
い

。
撚
り
線

は
使
用
で
き

ま
せ
ん

。
故
障
の

原
因
と
な

る
こ
と
が

あ
り
ま
す

。
 

適
用
電
線
 

適
用
線
材
径
：
単

線
φ
0.

4/
φ
0.
5/
φ
0.
65
 

注
：
撚
り
線
は
ご

使
用
で

き
ま
せ
ん
。

 

２
つ
の
電
線
挿
入

口
は
並

列
と
な
っ
て
お
り

 
ど
ち
ら
も
ご
使
用

で
き
ま

す
。

 

12mm 

電
線
挿
入
口

 

ａ

ｂ

リ
リ
ー
ス
ボ
タ
ン

 

電
線

ス
ト

リ
ッ

プ
ゲ

ー
ジ

1
2m

m

取
扱

説
明
書

 

WT
JC
-6
4C
 T
05
 2
0
12
-0
4
 

 
 
 
注

意
 

 
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
接
続
で
き
な
い
時

 

接
続
さ
れ
る
機
器
・
装
置
の
メ
ー
カ
ー
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

 電
話
用
ス
タ
ー
配
線
端
子
板

 
W

T
J
C

-
6
4
Ｓ

Ｔ
Ｄ

 
1
5
0
0

W
T
J
C

-
6
4
C

 
1
5
0
0

 
電
話
用
ス
タ
ー
配
線
端
子
板

 
W

T
J
C

-
6
4
Ｓ

Ｔ
Ｄ

 
1
5
0
0

W
T
J
C

-
6
4
C

 
1
5
0
0

 

 １
系

統
 ２

系
統

 

・
 入

力
側
の
モ
ジ
ュ
ラ
ジ
ャ
ッ
ク
と
出
力
側
の
モ
ジ
ュ
ラ
ジ
ャ
ッ
ク
を

 
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ド
で
接
続
し
ま
す
。

 
・

 電
話
回
線
の
場
合
、
電
話
機
の
増
設
は
１
回
線
に
最
大
３
台
ま
で
接
続

 
で
き
ま
す
。

 
・

 ア
ナ
ロ
グ
機
器
は
２
台
以
上
同
時
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 
・

モ
ジ
ュ
ラ
ジ
ャ
ッ
ク
へ
の
接
続
は
６
極
２
心
以
外
（
６
極
４
心
、
８
極

 
８
心
）
の
モ
ジ
ュ
ラ
プ
ラ
グ
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

 

電
話

回
線

の
場
合

 
入

力
側

 
モ

ジ
ュ

ラ
ジ

ャ
ッ

ク
 

（
通

信
回

線
）
 

出
力

側
 

モ
ジ

ュ
ラ

ジ
ャ

ッ
ク

 
（
電

話
コ

ン
セ

ン
ト

）
 

テ
レ

ホ
ン

コ
ー

ド
 

・
 入

力
側
の
モ
ジ
ュ
ラ
ジ
ャ
ッ
ク
と
、
通
信
機
器
の
「
L
I
N
E
」
ポ
ー
ト

 
を
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ド
で
接
続
し
ま
す
。

 
・

 出
力
側
の
モ
ジ
ュ
ラ
ジ
ャ
ッ
ク
と
、
通
信
機
器
の
「
T
E
L
」
ポ
ー
ト
を

 
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ド
で
接
続
し
ま
す
。

 
・

 の
取
扱
説
明
書
を
ご
確
認
の
上
、
正
し
く
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・

 通
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
接
続
で
き
る
電
話
機
の
台
数
は
異
な
り
ま
す
。

 

A
D
S
L
･
V
D
S
L
 
I
P

電
話

の
場
合

 

※
2

集
合
住
宅
向
け
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
方
式
導
入

配
線
例

 

入
力

側
 

モ
ジ

ュ
ラ

ジ
ャ

ッ
ク

 
（
通

信
回

線
）
 

※
2
 

テ
レ

ホ
ン

コ
ー

ド
 

出
力

側
 

モ
ジ

ュ
ラ

ジ
ャ

ッ
ク

 
（
電

話
コ

ン
セ

ン
ト

）
 

通
信
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
際
に
は
、
ご
使
用
に
な
る
装
置
･
機
器
な
ど

 

 １
系

統
 ２

系
統

 

光
I
P

電
話

の
場
合

 
・

 出
力
側
の
モ
ジ
ュ
ラ
ジ
ャ
ッ
ク
と
、
光
I
P

電
話
対
応
機
器
の

 
「
T
E
L
1
」
ポ
ー
ト
を
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ド
で
接
続
し
ま
す
。

 
・

 モ
ジ
ュ
ラ
ジ
ャ
ッ
ク
と
、
光
I
P

電
話
対
応
機
器
の
「
T
E
L
2
」

 
ポ
ー
ト
を
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ド
で
接
続
し
ま
す
。

 
・

 光
I
P

電
話
対
応
機
器
の
取
扱
説
明
書
を
ご
確
認
の
上
、
正
し
く
接
続

 
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・

 接
続
で
き
る
電
話
機
の
台
数
は
光
I
P

電
話
対
応
機
器
の
取
扱
説
明
書

 
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

入
力

側
 

モ
ジ

ュ
ラ

ジ
ャ

ッ
ク

 
（
通

信
回

線
）
 

出
力

側
 

モ
ジ

ュ
ラ

ジ
ャ

ッ
ク

 
（
電

話
コ

ン
セ

ン
ト

）
 

テ
レ

ホ
ン

コ
ー

ド
 

ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
利
用
の
場
合
に
は
、
２
系
統
目
の
出
力
側

 

光
ＩＰ

電
話

対
応

機
器

 

 １
系

統
 ２

系
統

 


